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①
工■
驀
羊
」警
警
春
帯
暮
著
準
を

金
岡
地
区
の
戦
争
記
念
碑

金
岡
護
国
神
社

昭
和
三
〇
年
に
、
旧
金
岡
村
の
戦
争

犠
牲
者
を
祀
る
た
め
に
現
在
地

（神
田

町
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。
当
初
の
祭

霊
は
２２３
柱
。

金
岡
護
国
神
社
周
辺
は
、
戦
時
中
、

昭
和

一
八
年
頃
に
沼
津
海
軍
工
廠
建
設

の
た
め
強
制
買
収
さ
れ
た
場
所
で
、
そ

の
地
に
工
員
養
成
所
が
設
立
さ
れ
た
。

境
内
に
あ
る
手
水
鉢
、
鳥
居
、
峨
立
な

ど
は
昭
和

一
三
年

の
建
立
で
あ
る
。
明

治
期
に
当
地
に
社
寺
は
存
在
し
な
い
こ

と
が

「社
寺
明
細
帳
」
（明
治

一
二
年
、

金
岡
村
役
場
文
書

・
市
立
図
書
館
蔵
）

や

「
一
筆
限
絵
図
帳
」
（明
治

一
三
年
、

岡
宮
区
有
文
書

・
当
館
寄
託
）
等
か
ら

わ
か
る
。
昭
和

一
三
年
当
時
、
当
地
が

ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ

っ
た
か
は
残
念

な
が
ら
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

「海
軍
工
廠
沼
津
地
区
建
物
配
置
図
」

（『
沼
津
市
史
』
史
料
編
　
近
代
２
　
付

図
１
）
で

「大
神
宮
」
と
な

っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
金
岡
護
国
神
社
の

場
所
で
、
戦
後
、
旧
海
軍
工
廠
の
大
神

宮
社
殿
を
譲
り
受
け
て
金
岡

護
国
神
社
と
し
て
建
立
し
た
。

つ
ま
り
、
海
軍
工
廠
の
神
社

と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
社
が
、

金
岡
村
の

「英
霊
」
を
祀
る

神
社
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

義
勇
奉
公
之
碑

帝
国
在
郷
軍
人
会
金
岡
村

分
会

（明
治
三
九
年
設
立
）

に
よ

つ
て
、
大
正
元
年

一
一

月
三
日
金
岡
尋
常
小
学
校
校

庭
に
建
立
さ
れ
た
。
金
岡
村

ヽ

者
慰
霊
祭

（招
魂
祭
）
は
金
岡
村
奨
兵

会
の
主
催
に
よ
り
毎
年
陸
軍
記
念
日
で

あ
る
三
月

一
〇
日
に
、
こ
の
碑
の
前
で

執
行
さ
れ
て
い
た
。

開
拓
記
念
碑

昭
和
二
五
年
三
月
三

一
日
に
金
岡
開

拓
組
合
に
よ
つ
て
金
岡
護
国
神
社
境
内

に
建
立
さ
れ
た
。
戦
時
中
、
海
軍
工
廠

の
用
地
と
し
て
強
制
買
収
さ
れ
た
土
地

を
、
戦
後
取
り
戻
し
、
苦
難
の
末
に

「美

田
壱
百
町
歩
」
と
し
た
こ
と
を
記
念
す

る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。

沼
津
海
軍
工
廠
工
員
養
成
所
跡
地
碑

昭
和
五
六
年
六
月
に
沼
廠
工
養
会
に

よ
っ
て
金
岡
護
国
神
社
境
内
に
建
立
さ

れ
た
。
裏
面
に

「服
務
綱
領
」
と
開
閉

校
年
月
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

〈参
考
文
献
〉
金
岡
の
教
育
百
年
史
編
纂

委
員
会
編
『金
岡
の
教
育
百
年
史
』
（
一

九
七
九
）、
鈴
木
亮
平
氏
編
纂

『金
岡

村
誌
』

沼津海軍工廠工員養成所
見習科第二期生卒業記念写真

(二善清雪行氏提供)

後背に大神官の鳥居と社が見える。

開拓記念碑

沼津海軍工廠工員
養成所跡地碑

-2-

しヽ

で
は

「忠
魂
碑
」
と
い
え
ば
こ
の
碑
を

指
し
た
よ
う
で
、
ま
た

「招
魂
碑
」
と

も
呼
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
題
号
は
陸
軍

大
佐
従
五
位
勲
四
等
功
三
級
大
島
虎
毅

の
揮
豪
、
碑
上
部
の
象
額

「芳
勲
」
の

二
字
は
沼
津
兵
学
校
の
第
三
期
資
業
生

で
あ

っ
た
古
川
宣
誉

（当
時
陸
軍
中
将

正
四
位
勲
二
等
功
三
級
）
の
揮
豪
で
あ

る
。
裏
面
に
は
明
治
二
十
七
八
年
役

。

明
治
三
十
七
八
年
役
、
大
正
三
四
年
役

の
戦
病
死
者
１０
名
と
出
征
者
１７５
名
が
刻

さ
れ
て
い
る
。

『金
岡
の
教
育
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
、

昭
和
四
年
に
東
熊
堂
の
高
尾
山
熊
野
神

社
境
内
に
移
転
さ
れ
た
。
（註

「
（招
魂

祭
開
催
通
知
）
」
（大
正
十
五
年
、
岡
宮

区
有
文
書
）
で
は
既
に

「戦
病
死
者
ノ

招
魂
祭
ヲ
午
前
九
時
ョ
リ
東
熊
堂
熊
野

神
社
境
内
忠
魂
碑
前

二
於
テ
挙
行
致
シ

候
」
と
あ
る
）
後
、
こ
の
碑
は
金
岡
護

国
神
社
境
内
に
移
転
さ
れ
、
現
在
に
至

る
。
金
岡
護
国
神
社
建
立
以
前
の
戦
没
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沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
始
ヽ

長

崎

奉

行

を

父

に

も

つ
岡

部

長

民

二
百
名
余
の
沼
津
兵
学
校
資
業
生
の

中
に
は
、
自
分
の
代
で
頭
角
を
現
し
た

者
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
の

一
方
、
先

祖
や
父
社
が
立
派
な
足
跡
を
幕
府
内
で

残
し
た
、
名
家
の
出
身
者
も
い
る
。
第

四
期
資
業
生
岡
部
長
民
は
、
長
崎
奉
行

を
は
じ
め
と
す
る
顕
職
に
就
い
た
父
を

持

っ
て
い
た
。

長
崎
奉
行
は
、
江
戸
幕
府
が
遠
く
長

崎
で
、
外
交

・
通
商

・
司
法
な
ど
の
仕

事
を
行
わ
せ
た
旗
本
の
重
職
で
あ
る
。

歴
代
の
中
に
は
名
奉
行
と
称
さ
れ
る
者

も

い
た
。
第

一
一
三
代
と
し
て
安
政
四

年

（
一
八
五
七
）
か
ら
文
久
元
年

（
一

一一一

八
六

一
）
ま
で
在
職
し
た
岡
部
駿
河
守

長
常
も
そ
ん
な

一
人
で
あ
る
。
彼

の
奉

行
時
代
に
は
、
踏
絵
の
廃
止
、
綿
羊
の

飼
養
奨
励
、
外
国
人
居
留
地
の
設
置
、

人
足
寄
場
の
開
設
、
長
崎
製
鉄
所
の
建

設
と
い
っ
た
施
策
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
ポ
ン
ペ
に
対
し
解
剖

を
許
可
し
、
蘭
方
医
松
本
順
ら
を
し
て

コ
レ
ラ
予
防
に
尽
力
さ
せ
た
り
、
病
院

を
建
設
す
る
な
ど
、
西
洋
医
学
に
多
大

な
理
解
を
示
し
た
。
長
常
に
は
安
政
六

年
に
撮
影
さ
れ
た
祥
姿
の
写
真
が
残
る
。

そ
の
開
明
的
な
立
場
か
ら
、
攘
夷
派
に

狙
わ
れ
た
と
い
う
。

ヽ

岡
部
家
は
、
戦
国
時
代
に
は
駿
河
今

川
氏
の
家
来
だ

っ
た
。
後
に
徳
川
家
康

に
仕
え
、
娘
が
秀
忠
の
御
乳
人
に
な

っ

て
い
る
。
長
常
の
家
は
、
分
家
の
そ
の

ま
た
分
家
で
あ
る
が
、
武
蔵

・
相
模
で

一
三
〇
〇
石
の
禄
を
食
ん
だ
。

長
常
は
養
父
内
蔵
助
の
養
子
で
あ
り
、

実
父
は
日
光
奉
行

・
留
守
居
な
ど
を

つ

と
め
た
五
〇
〇
〇
石
の
旗
本
太
田
隠
岐

守
資
寧
。
長
崎
奉
行
就
任
前
は
、
御
小

納
戸
、
御
小
姓
、
御
使
番
を

つ
と
め
た
。

長
崎
離
任
後
は
、
外
国
奉
行
、
大
日
付
、

御
作
事
奉
行
、
神
奈
川
奉
行
、
御
鎗
奉

行
、
軍
艦
奉
行
を
歴
任
し
た
。
慶
応
二

年

（
一
八
六
六
）
四
十
二
歳
で
没
。
開

明
派
幕
吏
の
代
表
岩
瀬
忠
震
の
次
女
幸

子
を
養
女
に
迎
え
、
山
高
信
徳
の
妻
に

配
し
た
。
信
徳
は
、
堀
利
熙

（外
国
奉

行

・
箱
館
奉
行
）
や
山
高
信
離

（横
浜

語
学
所
生
徒

・
幕
府
フ
ラ
ン
ス
留
学
生
）

の
実
兄
で
あ
る
。

岡
部
長
民
は
、
弘
化
元
年

（
一
八
四

四
）
七
月
十
日
に
長
常
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。
少
年
時
代
は
長
崎
で
過
ご

し
た
と
思
わ
れ
る
。
父
の
跡
を
継
ぎ
第

十
代
当
主
と
な
る
。
先
祖
代
々
襲
名
の

五
郎
兵
衛
が
旧
名
だ

っ
た
。
慶
応
三
年

二
月
に
新
砲
兵
差
図
役
勤
方
に
就
任
、

成
辰
時
に
は

一
ラ
ン
ク
昇
進
し
て
い
た

よ
う
で
、
徳
川
家
の
駿
河
移
封
に
随
行

す
べ
き
家
来
の
名
簿

（「駿
河
表
召
連
候

家
来
姓
名
」
）
に
は
、
「大
砲
差
図
役

岡
部
五
郎
兵
衛
」
と
あ
る
。
後
の
階
級

で
言
え
ば
砲
兵
中
尉
で
あ
る
。

明
治
二
年
九
月
、
大
砲
差
図
役
と
し

て
同
役
だ
っ
た
瀬
名
義
利

・
林
正
功
と

と
も
に
沼
津
兵
学
校
第
四
期
資
業
生

（全

五
十
九
名
）
に
及
第
し
た
。
移
住
後
に

は
、
廉
と
改
名
し
た
ら
し
く
、
静
岡
藩

の
名
簿

「沼
津
御
役
人
附
」
「静
岡
御
役

人
附
」
に
は
「岡
部
廉
」
（あ
る
い
は
「簾
」）

で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

学
校
の
政
府
移
管
後
も
最
後
ま
で
残

留
し
明
治
五
年
陸
軍
教
導
団
に
編
入
さ

れ
た
六
十
三
名
の
中
に
彼
の
名
前
は
な

い
。

つ
ま
り
途
中
で
沼
津
兵
学
校
を
退

学
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
八
年

（
一
八
七
五
）
の
官
員
録
に
は
、
陸
軍

砲
兵
少
尉
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

や
は
り
陸
軍
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

十
二
年
時
点
で
は
中
尉
、
十
四
年
時
点

で
は
教
導
団
教
官

・
七
等
出
仕
。

日
清
戦
争
に
出
征
し
た
静
岡
県
出
身

兵
士
の
氏
名

・
略
歴
を
町
村
毎
に
載
せ

た

『
日
清
交
戦
静
岡
県
武
鑑
』
（
一
八
九

六
年
、
佐
野
小

一
郎
編
、
松
鶴
堂
）
に

馬上軍服姿の岡部長民

(岡部伊久子氏所蔵)

年齢か ら判断 し明治三十年代撮影
か。他に帽子をかぶ り杖を持った和
服姿の晩年の写真も一枚残る。
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は
、
駿
東
郡
楊
原
村
の
箇
所
に

「同
砲

兵
大
尉
岡
部
長
民
氏
下
香
貫

二
出
廿
七

年
八
月
四
日
応
召
渡
清
各
地
累
戦
シ
テ

甘
八
年
七
月
十
日
凱
旋
ス
ル
モ
論
功
行

賞
未
定
」
と
あ
る
。
す
で
に
東
京
在
住

だ

つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
書
に
収

録
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
本
籍
地
が

楊
原
村
に
残

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
維
新
時
の
移
住
地
が
下

香
貫
村
だ

っ
た
と
推
測
で
き
る
。

自
身
も
出
征
し
た
ら
し
い
が
、
三
男

を
日
露
戦
争
で
亡
く
し
て
い
る
。
砲
兵

少
佐
で
退
役
し
た
。
大
正
七
年

（
一
九

一
八
）
五
月
十
七
日
没
。
法
名
は
広
徳

院
殿
真
月
浄
照
大
居
士
。
妻
の
高
子

（瞭

然
院
殿
高
雅
妙
燦
大
姉
）
は
、
昭
和
十

三
年

（
一
九
三
八
）
ま
で
長
生
き
し
た
。

（参
考
文
献
〉
鈴
木
要
吾

『
蘭
学
全
盛

時
代
と
蘭
時
の
生
涯
』
（
一
九
二
三
年
、

一
九
九
四
年
復
刻
、
大
空
社
）
、
『
長
崎

事
血
（　
歴
史
編
』
（
一
九
八
二
年
、
長
崎

文
献
社
）
、
『
爽
恢
―
岩
瀬
忠
震
顕
彰
碑

建
立
記
念
誌
―
』
（
一
九
八
六
年
、
岩
瀬

肥
後
守
忠
震
顕
彰
会
）
、
『
横
浜
開
港
の

恩
人
岩
瀬
忠
震
』
（
一
九
八
〇
年
、
横
浜

歴
史
研
究
普
及
会
）
、
『
江
戸
幕
臣
人
名

事
血
（
　

一
』
（
一
九
八
九
年
、
新
人
物
往

来
社
）
　

　

　

　

　

　

（樋
口
雄
彦
）

本
年
は
、
沼
津
市
が
誕
生
し
て
か
ら

８０
周
年
で
あ
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
様
々

な
催
し
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
館
で
も
、
夏
の
企
画
展
と
し
て
、

沼
津
の
あ
ゆ
み
を
写
真
で
振
り
返
る
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。
懐
か
し
い
風
景

を
ゆ

つ
く
り
御
覧
下
さ
い
。

期

間

一
８

月

２８

日

困

～

９

月

２８

日

０

※
８
月
２６

・
２７
日
は
展
示
替
作
業

の
た
め
、
４
階
展
示
室
の
み
閉

鎖
し
ま
す
。

講
　
師

庫
」

一
六
〇
〇
冊
余
が
市
立
図
書
館
か

ら
当
館
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

「沼
津
文
庫
」
は
、
当
館
の
展
示
テ

ー

マ
の

一
つ
で
あ
る
沼
津
兵
学
校
の
蔵

書
を
引
き
継
ぎ
、
沼
津
尋
常
小
学
校
附

属
図
書
館
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、

県
下
で
最
も
早
く
設
立
さ
れ
た
公
立
図

書
館
と
言
わ
れ
て
お
り
、
沼
津
の
貴
重

な
文
化
遺
産
の
ひ
と

つ
で
す
。
沼
津
文

庫
の
蔵
書
は
、
そ
の
後
市
立
駿
河
図
書

館
、
現
在
の
市
立
図
書
館
と
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
当
館
に
お
い
て
保
存
し
、

閲
覧

・
展
示
等
の
利
用
に
供
す
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
ｃ

８
月
８
日
Ｑ
に
行
わ
れ
た

一
日
学
芸

員
体
験
講
座
に
は
、
市
内
在
住

・
在
学

の
高
校
生
９
名
と
大
学
１
年
生
１
名
が

参
加
し
、
学
芸
員
の
仕
事
の

一
端
を
体

験
し
ま
し
た
。

８
月
１３

・
１４
日
の
２
日
間
、
当
館
に

お
い
て
、
学
芸
員
資
格
取
得
を
目
指
す

学
生
６
名
が
実
習
に
臨
み
ま
し
た
。

８
月
１５
日
に
予
定
し
て
い
た

「平
和

を
考
え
る
親
子
戦
争
史
跡
め
ぐ
り
」
は
、

当
日
荒
天
の
た
め
８
月
１９
日
ω
に
行
い

ま
し
た
。
小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校

３
年
生
ま
で
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
３

組
９
名
が
参
加
し
、
市
内
１２
ヵ
所
の
戦

争
史
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

は
じ
め
て
古
文
書
に
接
す
る
方
を
対

象
に
、
初
心
者
向
け
講
座

（全
５
回
）

を
開
催
し
ま
す
。

日
　
程

一
９
月
７
日

。
２１
日

・
２８
日

・

１０
月
５
日
・
１２
日
の
各
日
曜
日

時
　
間

一
午
後
２
時
～
４
時

講
　
師

¨
久
保
田
富
氏

（沼
津
市
史
編

さ
ん
専
門
委
員
）

会
　
場

¨
当
館
講
座
室

定
　
口貝
¨
４０
名

申
込
み

¨
電
話
で
先
着
順

費
　
用

¨
無
料

（辞
書
代
は
別
）

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
７４
号

獅
篠

沼

津

市

明

治

史

料

館

〒
硼
‐
００５
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
三
―

一

電
　
話

〇
五
五
‐
九
二
三
‐
二
三
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
‐
九
二
五
‐
三
〇

一
八

庁
｛
（
も
¨ヽ
ヽ
メ
コ
ンコ
く
（
一
一
ヽ
・ｏ
」
【口
ｏ
Ｎ
ヽ
あ
・〓
」
Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
“
・

』
も

、
∽
Ｆ

Ｏ
一
Ｌ

、
日

２

一

卜

●
Ｏ
①
ｘ
テ

一
日

演

　
題

日
　
時

〈
不
　
　
担
物

定
　
員

申
込
み

平
成

１５
年

７
月
３
日
付

で

「
沼
津
文

ヽ
金
澤
史
男
氏

（横
浜
国
立
大

学
教
授

・
沼
津
市
史
編
さ
ん

専
門
委
員
）

「沼
津
市
の
成
立
と
そ
の
後
の

あ
ゆ
み
～
市
町
村
合
併
を
中

心
に
～
」

９
月
１３
日
０
１４
時
～
１６
時

当
館
講
座
室

１００
名
、
参
加
費
無
料

当
館
ま
で
電
話
で

`ヽ
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